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平
成
三
十
年
度

国

語

（
文
学
科

日
本
語
日
本
文
学
専
攻
）

9:30

～

11:00

注
意
事
項

１

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
、
解
答
用
紙
に
手
を
触
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

２

こ
の
問
題
冊
子
は
８
ペ
ー
ジ
で
、
解
答
用
紙
は
２
枚
あ
り
ま
す
。

３

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
ペ
ー
ジ
数
、
枚
数
を
確
認
し
（
足
り
な
い
場
合
は
、
手
を
挙
げ

て
監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と)

、
全
部
の
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

４

試
験
中
に
、
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
や
ペ
ー
ジ
の
脱
落
な
ど
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督

者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

５

解
答
は
、
解
答
用
紙
の
所
定
の
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

６

こ
の
問
題
冊
子
に
あ
る
余
白
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
書
き
な
ど
に
利
用
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

７

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
と
受
験
票
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
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一 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

   
 

【
省
略
】 
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【
省
略
】 
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【
省
略
】 

             

（
安
藤
宏
『
太
宰
治
』
二
〇
〇
二
年
、
筑
摩
書
房
、
22
～
27
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
） 

 

注
１ 

素
封
家 

…
… 

財
産
家
。 

注
２ 

女
給 

…
… 

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
カ
フ
ェ
や
バ
ー
で
客
の
接
待
を
し
た
女
性
。 

 

問
一 

―
―
部
①
～
⑫
の
片
仮
名
は
漢
字
に
、
漢
字
は
平
仮
名
に
直
し
な
さ
い
。 

問
二 

―
―
部
ア
～
エ
の
語
句
の
意
味
を
説
明
し
な
さ
い
。 

問
三 

―
―
部
Ａ
「
彼
の
太
宰
嫌
い
は
、
確
か
に
近
親
憎
悪
を
思
わ
せ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。 

問
四 

―
―
部
Ｂ
「
青
春
の
文
学
」
の
、
こ
こ
で
の
意
味
を
、
五
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

問
五 

―
―
部
Ｃ
「
そ
の
こ
と
自
体
が
驚
異
的
な
事
実
」
と
あ
る
が
、
「
そ
の
こ
と
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
し

な
が
ら
、
な
ぜ
「
驚
異
的
」
な
の
か
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。 

問
六 

―
―
部
Ｄ
「
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
「
好
き
」
か
「
嫌
い
」
か
の
二
つ
に
読
み
手
を
選
別
し
て
し
ま
う

の
か
」
に
対
す
る
筆
者
の
考
え
を
、
一
五
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

問
七 

―
―
部
Ｅ
「
自
己
の
背
丈
」
の
、
こ
こ
で
の
意
味
を
説
明
し
な
さ
い
。 

問
八 

―
―
部
Ｆ
「
周
囲
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
映
し
出
す
」
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
本
文
の
表
現
を
、

二
〇
字
以
内
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

問
九 

―
―
部
Ｇ
「
こ
う
し
た
ト
リ
ッ
ク
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
本
文
の
言
葉
を
使
っ
て
六
〇
字
以
内
で

説
明
し
な
さ
い
。 
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二 
次
の
文
章
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
一
場
面
で
、
院
の
帝
（
上
皇
）
・
内
裏
の
帝
（
天
皇
）
の
御
前
で
、
涼

す
ず
し

と
仲な

か

忠た
だ

と
が
琴
の
技
量
を
競
い
合
う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

か
か
る
ほ
ど
に
、
涼
、
仲
忠
、
御
琴
の
音ね

①
等
し
。
右
大
将
の
ぬ
し
注
１

、
持
た
せ
た
ま
へ
る
な
ん
風ふ

注
２

を
、
帝
に
、
「
こ
れ
な
む
仲
忠
が
見
Ａ
た
ま
へ
ぬ
琴
に
は
べ
る
な
り
。
②
仕
う
ま
つ
ら
せ
む
。
」
と
Ｂ
奏
し
Ｃ
た

ま
ふ
。
Ｄ
賜
は
り
て
何
心
な
く
か
き
鳴
ら
す
に
、
天
地
ゆ
す
り
て
響
く
。
ア
帝
よ
り
は
じ
め
た
て
ま
つ
り
て
、

大
き
に
お
ど
ろ
き
た
ま
ふ
。
仲
忠
、
「
今
は
限
り
、
こ
の
琴
、
ま
さ
に
仕
う
ま
つ
り
静
ま
り
な
む
や
。
ね
た
く

く
ち
を
し
き
に
、
同
じ
く
は
天
地
お
ど
ろ
く
ば
か
り
仕
う
ま
つ
ら
む
。
」
と
思
ひ
ぬ
。
涼
、
弥い

や

行ゆ
き

注
３

が
琴
、

な
ん
風
に
劣
ら
ぬ
あ
り
。
こ
の
す
さ
の
琴
注
４

を
院
の
帝
に
Ｅ
参
ら
す
。
帝
、
同
じ
声
に
③
調
べ
て
Ｆ
賜
ふ
。

仲
忠
、
か
の
七
人
の
一
つ
て
ふ
山
の
師
注
５

の
④
手
、
涼
は
弥
行
が
琴
を
、
少
し
⑤
ね
た
う
仕
う
ま
つ
る
に
、

雲
の
上
よ
り
響
き
、
地
の
下
よ
り
⑥
と
よ
み
、
風
雲
動
き
て
、
月
星
騒
ぐ
。
礫

つ
ぶ
て

の
や
う
な
る
氷ひ

降
り
、

雷
い
か
づ
ち

鳴

り
閃

ひ
ら
め

く
。
雪
、
衾

ふ
す
ま

の
ご
と
凝こ

り
て
、
イ
降
る
す
な
は
ち
消
え
ぬ
。
仲
忠
、
七
人
の
人
の
調
べ
た
る
大
曲
、
残

さ
ず
弾
く
。
涼
、
弥
行
が
大
曲
の
音
出
づ
る
限
り
仕
う
ま
つ
る
。
時
に
天
人
、
下く

だ

り
て
舞
ふ
。
仲
忠
、
琴
に
合

は
せ
て
弾
く
。 

 

ウ
朝
ぼ
ら
け
ほ
の
か
に
見
れ
ば
飽
か
ぬ
か
な
中
な
る
乙
女
し
ば
し
と
め
な
む 

帰
り
て
、
今
一
か
へ
り
舞
ひ
て
、
上
り
ぬ
。 

（
『
う
つ
ほ
物
語
』
（
吹
上
・
下
）
よ
り
作
成
） 

  

注
１ 

右
大
将
の
ぬ
し 

…
… 

仲
忠
の
父
、
兼
雅
。
仲
忠
の
母
方
の
祖
父
で
あ
る
俊
蔭

と
し
か
げ

が
異
国
か
ら
も
た
ら

し
た
秘
琴
「
な
ん
風
」
を
、
仲
忠
の
母
か
ら
預
か
っ
て
き
て
い
た
。 

 

注
２ 

な
ん
風 

…
… 

琴
の
名
。 

 

注
３ 

弥
行 

…
… 

涼
の
琴
の
師
。
こ
の
場
面
に
は
登
場
し
て
い
な
い
。 

 

注
４ 

す
さ
の
琴 

…
… 

琴
の
名
。 

 

注
５ 

か
の
七
人
の
一
つ
て
ふ
山
の
師 

…
… 

俊
蔭
の
琴
の
師
は
七
つ
の
山
に
そ
れ
ぞ
れ
住
ん
で
い
た
が
、

そ
の
「
一
つ
」
と
い
う
山
（
最
初
の
山
）
の
師
。 

 

問
一 

―
―
部
①
～
⑥
の
語
の
意
味
を
書
き
な
さ
い
。 

問
二 

 
 

部
Ａ
～
Ｆ
に
つ
い
て
、
誰
か
ら
誰
へ
の
敬
意
を
示
す
敬
語
か
を
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
Ｄ
～
Ｆ
に

つ
い
て
は
、
琴
が
誰
か
ら
誰
に
移
動
し
た
か
を
も
答
え
な
さ
い
。 

問
三 

―
―
部
ア
、
イ
を
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。 

問
四 

―
―
部
ウ
の
和
歌
を
、
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
和
歌
は
『
古
今
和
歌
集
』
や
『
小
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倉
百
人
一
首
』
な
ど
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
「
天
つ
風
雲
の
か
よ
ひ
路
ふ
き
と
ぢ
よ
を
と
め
の
姿
し
ば
し

と
ど
め
む
」
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
『
う
つ
ほ
物
語
』
、
『
古
今
和
歌
集
』
、
『
小
倉
百

人
一
首
』
の
成
立
順
序
を
古
い
も
の
か
ら
順
に
答
え
な
さ
い
。 
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三 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 
象

犀さ
い

珠

玉

怪

珍

之

物
、
有レ0

ド
モ

悦

 

バ2

シ
ム
ル

□
人

之

耳

目ヲ"
 

而

不0

適セ2

於

用ニ#
 

金

石

草

木

糸

麻

五

穀

六

材
、
有レ0

ド
モ

適ス2

ル

於

用ニ"
 

而

用

 

フ0

レ
バ

之

 

ヲ

則

 

チ

弊や
ぶ

、レ

取レ0

バ

之

 

ヲ

則
 

チ

竭つ

。ク

悦バ2

シ
メ
テ

□
人

之

耳

目ヲ"
 

而

適シ2

於

用ニ"
 

用

 

フ0

ル
モ

之

 

ヲ

而

不0

弊レ

、
取ル0

モ

之

 

ヲ

而

不0
竭キ

、
賢

不

肖

之

所

得
、
各

因

其

才
、

仁

智

之

所0

見ル

、
各

お
の
お
の

随ヒ2

其

 

ノ

分ニ"
 

才

分

不ル0

モ

同ジ

、カ
ラ

而

求

 

メ
テ

無キ0

不ル0

獲

者ハ

、

惟

 

た 

ダ

書

 

ノ
ミ

乎か

。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
蘇そ

軾
し
ょ
く

『
経
進
東と

う

坡ば

文
集
事
略
』
よ
り
作
成
） 

  
 
 

注 

象
犀 

…
… 

象
の
牙
や
サ
イ
の
角
。 

 
 
 

 
 

怪
珍 

…
… 

珍
し
い
宝
。 

 
 
 

 
 

糸 

…
…
… 

絹
。 

 
 
 

 
 

六
材 

…
… 

い
ろ
い
ろ
な
材
料
。 

 
 
 

 
 

不
肖 

…
… 

で
き
が
わ
る
い
人
。 

 
 
 

 
 

仁
智 

…
… 

仁
徳
の
あ
る
人
や
知
恵
の
あ
る
人
。 

 

問
一 

□
に
は
置
き
字
が
入
り
ま
す
。
二
か
所
と
も
同
じ
漢
字
で
す
。
こ
こ
に
入
る
置
き
字
と
し
て
は
適
切
で

、
、
、

な
い
も
の

、
、
、
、
を
次
の
ア
～
オ
か
ら
二
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

 

ア 

於 
 

イ 

而 
 

ウ 

矣 
 

エ 

乎 
 

オ 

于 

問
二 

―
―
部
Ａ
を
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。 

問
三 

―
―
部
Ｂ
を
漢
字
か
な
交
じ
り
の
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
（
現
代
仮
名
遣
い
で
も
よ
い
）
。
な
お
、

返
り
点
・
送
り
仮
名
は
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。 

問
四 

―
―
部
Ｃ
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。 

問
五 

 
 

部
は
何
の
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
表
し
て
い
る
か
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。
こ
の
と
き
、

こ
の
特
徴
が
何
と
比
べ
て
ど
う
異
な
る
か
が
わ
か
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

よ
ろ
こ 
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